
風
格
漂
う
温
泉
リ
ゾ
ー
ト

抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

鵜
飼
モ
チ
ー
フ
の
露
天

３
種
類
の
露
天
楽
し
め
る

多
彩
な
湯
め
ぐ
り
ワ
ー
ル
ド

眼
前
に
富
士
山
の
絶
景

四
季
に
癒
さ
れ
る
露
天
湯

心
身
開
放
す
る
自
然
と
名
湯

こ
の
特
集
は
本
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
コ
ム
」で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　
全
国
の「
風
呂
じ
ま
ん
の
宿
」
軒
を
紹
介

　

お
湯
の
魅
力
で
お
客
さ
ま
満
足
度
ア
ッ
プ

下
留
の
湯

　
日
本
三
名
泉
に
数
え
ら
れ

る
岐
阜
県
下
呂
温
泉
の
飛
騨

川
沿
い
に
建
つ
温
泉
リ
ゾ
ー

ト
旅
館
、
水
明
館
（
瀧
康
洋

社
長
）
。

年
以
上
の
歴
史

を
持
ち
、能
舞
台
を
は
じ
め
、

横
山
大
観
ら
巨

匠
た
ち
の
作
品

を
飾
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
情
緒
あ

る
日
本
庭
園
な

ど
風
格
が
漂

う
。
温
泉
を
使

用
し
た
本
格
的

な
室
内
プ
ー

ル
、
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
ジ
ム
も
あ

り
、
地
元
客
や

外
国
人
客
の
フ

ァ
ン
も
多
い
。

国
内
ビ
ジ
ネ
ス

誌
で
日
本
一
に

も
選
ば
れ
た
。

　
敷
地
内
に
あ
る
山
水
閣
、

飛
泉
閣
、
臨
川
閣
の
そ
れ
ぞ

れ
に
温
泉
大
浴
場
が
あ
り
、

ど
の
棟
に
宿
泊
し
て
も
３
カ

所
と
も
利
用
で
き
る
（
展
望

大
浴
場
の
み

時
間
利
用
可

能
）
。
臨
川
閣
の
「
下
留
の

湯
」
は
、
天
井
、
壁
、
柱
ま

で
檜
に
こ
だ
わ
っ
た
ぜ
い
た

く
な
造
り
。
飛
泉
閣
９
階
の

「
展
望
大
浴
場
」
は
、
大
き

な
窓
か
ら
下
呂
温
泉
の
街
並

み
や
飛
騨
の
山
々
が
一
望
。

山
水
閣
に
あ
る
野
天
風
呂

は
、男
性
用「
龍
神
の
湯
」、

女
性
用
「
観
音
の
湯
」
の
２

カ
所
。
本
格
的
な
野
趣
あ
ふ

れ
る
岩
風
呂
の
風
情
を
堪
能

で
き
る
。

　
▽
岐
阜
県
下
呂
市
幸
田
１

２
６
８
。
☎
０
５
７
６
（
２

５
）２
８
０
０
。https://ww

w.suimeikan.co.jp/

最
上
階「
川
の
湯
」の
露
天
風
呂

　
鵜
飼
で
有
名
な
清
流
長
良

川
、
山
頂
に
岐
阜
城
が
そ
び

え
立
つ
金
華
山
を
間
近
で
見

ら
れ
る
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
抜

群
の
宿
が
岐
阜
市
の
長
良
川

温
泉
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
（
山
岡

利
安
社
長
）。大
正

年
に
文

豪
・
川
端
康
成
も
立
ち
寄
っ

た
と
い
わ
れ
る
、
創
業
１
２

３
年
の
由
緒
あ
る
旅
館
だ
。

　
長
良
川
温
泉
に
は
７

軒
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
が

あ
る
が
、
最
上
階
に
露

天
風
呂
が
あ
る
の
は
ホ

テ
ル
パ
ー
ク
だ
け
。
展

望
露
天
風
呂「
山
の
湯
」

「
川
の
湯
」か
ら
見
る
景

色
は
素
晴
ら
し
く
、
長

良
川
、金
華
山
・
岐
阜
城

を
独
り
占
め
で
き
る
。

　
泉
質
は
鉄
分
や
ラ
ド

ン
を
含
み
、
リ
ュ
ー
マ

チ
や
神
経
痛
、
皮
膚
病

な
ど
に
効
果
が
あ
る
。

ス
ベ
ス
ベ
の
滑
ら
か
な

肌
に
な
る
と
あ
っ
て
、
女
性

客
の
受
け
も
い
い
。

　
女
性
専
用
岩
盤
浴
も
人
気

で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
、
麦
飯
石
、
薬
宝
玉
石
の

３
種
類
が
あ
る
。
貸
し
切
り

も
で
き
心
置
き
な
く
岩
盤
浴

を
楽
し
め
る
の
も
魅
力
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
美
濃
和

紙
を
使
っ
た
エ
ス
テ
な
ど
も

あ
り
、
心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
。

　
今
年
は
「
織
田
信
長
公
岐

阜
入
城
・
岐
阜
命
名
４
５
０

年
」
の
年
。
料
理
長
に
よ
り

再
現
さ
れ
た
「
信
長
お
も
て

な
し
料
理『
信
長
響
応
膳
』」

も
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

　
▽
長
良
川
温
泉
ホ
テ
ル
パ

ー
ク
は
岐
阜
県
岐
阜
市
湊
町

３
９
７
の
２
。
☎
０
５
８

（
２
６
５
）５
２
１
１
。inf

o@hotelpark.jp/

お
湯
処
「
川
の
瀬
」
露
天
風
呂

　
江
戸
時
代
末
期
、
万
延
元

年
（
１
８
６
０
）
創
業
の
十

八
楼
（
伊
藤
善
男
社
長
）
で

は
、
老
舗
と
し
て
伝
統
を
守

る
中
で
、
創
業
１
５
０
周
年

を
機
に
新
た
な
お
湯
処
の
設

置
や
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
続
け
て

い
る
。

　
「
お
湯
処

『
川
の
瀬
』
」

は
、
鵜
飼
の
モ

チ
ー
フ
が
く
つ

ろ
ぎ
の
空
間
を

彩
り
、
夕
暮
れ

時
に
は
、
水
中

ラ
イ
ト
で
照
ら

さ
れ
た
湯
面
の

美
し
さ
が
秀
逸

な
露
天
風
呂
。

薬
草
風
呂
と
シ

ル
キ
ー
バ
ス
の

２
種
の
お
湯
を

備
え
、
壁
面
に
は
十
八
楼
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
美
濃
和
紙
の
装

飾
で
、
風
情
に
彩
り
を
添
え

る
内
風
呂
。

　
さ
ら
に
、
周
辺
の
古
い
町

並
み「
川
原
町
」で
営
ま
れ
て

い
た
材
木
商
の
旧
家
に
建
て

ら
れ
た
明
治
の
蔵
を
蘇
ら
せ

た「
蔵
の
湯
」を
併
設
し
て
い

る
。
１
２
０
余
年
前
の
梁
を

見
上
げ
浸
か
る
温
泉
は
、
ま

さ
に
地
域
の
歴
史
と
共
に
歩

む
十
八
楼
な
ら
で
は
。

　
「
お
湯
処
『
川
の
音
』
」

は
、
清
流
長
良
川
を
渡
る
風

が
心
地
良
い
、
木
曽
石
の
露

天
風
呂
。
川
原
町
の
風
情
漂

う
風
雅
な
内
風
呂
を
備
え
る

（
朝
晩
入
れ
替
え
制
）
。

　
▽
岐
阜
県
岐
阜
市
湊
町


。
☎
０
５
８
（
２
６
５
）

１
５
５
１
。http://www.18r

ou.com/

琴
音
の
湯
（
冬
）

　
富
山
県
の
宇
奈
月
温
泉
、

延
楽（
濱
田
政
利
社
長
）は
、

地
の
食
材
を
使
っ
た
「
上
質

な
料
理
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
が
、
も
ち
ろ
ん
温
泉
も
定

評
が
あ
る
。
無
色
透
明
の
湯

と
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
る
美
し

い
山
峡
の
景
色
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
「
幻
想

的
」
な
雰
囲
気

を
生
み
出
す
と

し
て
人
気
を
集

め
て
い
る
。

　
延
楽
で
は
、

黒
部
渓
谷
の
大

自
然
に
抱
か
れ

て
い
る
共
通
点

が
あ
り
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ

雰
囲
気
を
異
と

す
る
露
天
風
呂

を
３
種
類
備
え

て
お
り
、
３
通

り
の
楽
し
さ
を

提
供
し
て
い
る
。

　
３
階
に
は
「
華
の
湯
」
。

豊
か
な
檜
の
香
り
が
心
地
よ

く
身
体
を
包
み
込
む
。
目
前

に
広
が
る
雄
大
な
渓
谷
は
圧

巻
だ
。

　
１
階
の「
琴
音
の
湯
」は
、

渓
谷
の
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
岩
風
呂
と
銘
木
の
香
り
豊

か
な
檜
風
呂
の
２
種
類
。
眼

下
に
流
れ
る
清
流
の
美
し
さ

に
心
を
打
た
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
２
階
に
は
殿

方
用
「
丹
頂
の
湯
」
、
ご
婦

人
用
「
白
鷺
の
湯
」
の
大
浴

場
２
種
類
も
あ
る
。
豊
富
に

あ
る
延
楽
の
風
呂
、
そ
の
日

の
気
分
で
入
浴
し
比
べ
て
も

楽
し
い
。

　
▽
富
山
県
黒
部
市
宇
奈
月

温
泉
３
４
７
の
１
。
☎
０
７

６
５
（
６
２
）
１
２
１
１
。

http://www.enraku.com

　
白
樺
リ
ゾ
ー
ト
池
の
平
ホ

テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ツ
（
矢
島
義

擴
社
長
）
は
、
白
樺
湖
畔
に

広
が
る
総
合
リ
ゾ
ー
ト
。
温

泉
は
、
家
族
や
友
人
で
楽
し

め
る
水
着
着
用
の
男
女
混
浴

エ
リ
ア
を
含

め
、
多
彩
な
入

浴
施
設
を
備
え

て
い
る
〝
湯
め

ぐ
り
ワ
ー
ル

ド
〟
だ
。

　
１
２
０
０
坪

の
自
然
園
に
広

が
る
大
露
天
風

呂
ゾ
ー
ン
（
水

着
着
用
混
浴
）

で
は
、
２
０
１

６
年
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
マ

ッ
ピ
ン
グ
が
登

場
。
温
泉
に
入

り
な
が
ら
、
絵

本
の
よ
う
な
幻
想
的
な
映
像

と
音
楽
の
競
演
を
楽
し
め

る
。
他
に
は
陶
器
風
呂
、
歩

行
湯
、
半
身
浴
・
足
湯
な
ど

が
あ
る
。

　
大
理
石
風
呂
ゾ
ー
ン
（
男

女
別
）
は
、
大
理
石
造
り
の

大
浴
場
、自
然
石
露
天
風
呂
、

木
曽
ひ
の
き
露
天
風
呂
な
ど

も
備
え
て
い
る
。

　
客
室
数
は
２
６
５
室
。
食

事
は
夕
食
、
朝
食
と
も
に
バ

イ
キ
ン
グ
で
和
・
洋
・
中
・
エ

ス
ニ
ッ
ク
約

種
類
の
豊
富

な
料
理
が
並
ぶ
。
滞
在
中
に

は
、
温
水
プ
ー
ル
や
ホ
テ
ル

に
隣
接
す
る
ス
キ
ー
場
、
美

術
館
な
ど
の
観
光
施
設
を
遊

び
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
▽
長
野
県
茅
野
市
北
山
白

樺
湖
。☎
０
２
６
６（
６
８
）

２
１
０
０
。http://hotel.iken

otaira-resort.co.jp/

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も

登
場
し
た
大
露
天
風
呂
ゾ
ー
ン

大
浴
場
露
天
風
呂
「
月
」

　
富
士
河
口
湖
に
面
し
て
建

つ
風
の
テ
ラ
ス
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ

Ａ
（
宮
下
明
壽
社
長
）
。
世

界
遺
産
・
富
士
山
や
美
し
い

湖
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
だ

が
、
こ
の
絶
景
を
さ
ら
に
生

か
す
の
が
自
慢

の
温
泉
施
設

だ
。

　
天
空
に
浮
か

ぶ
露
天
風
呂

「
月
」と「
星
」

の
大
浴
場
と
貸

し
切
り
風
呂

「
Ｌ
ａ
ｎ
ｉ
　

Ｌ
ａ
ｎ
ａ
ｉ
」

の
三
つ
の
構

成
。

　
メ
イ
ン
と
な

る
「
月
」
と

「
星
」
は
最
上

階
（
９
階
）
に

あ
り
、
「
さ
え

ぎ
る
も
の
が
何
も
な
く
、
眼

前
に
広
が
る
富
士
山
と
湖
は

絶
景
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
浸

か
っ
て
大
自
然
の
開
放
感
を

堪
能
し
て
ほ
し
い
」
と
小
嶋

孝
治
支
配
人
。

　
今
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

ば
か
り
の
展
望
館
「
天
空
の

テ
ラ
ス
」
客
室
は
、
小
高
い

山
の
上
に
建
つ
絶
景
を
独
り

占
め
で
き
る
特
別
室
。
富
士

山
と
河
口
湖
の
大
パ
ノ
ラ
マ

に
溶
け
込
ん
だ
、
今
ま
で
に

な
い
新
感
覚
の
温
泉
露
天
風

呂
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ラ
ス
」

が
全
室
に
完
備
さ
れ
、
富
士

山
の
雄
大
な
眺
め
と
の
一
体

感
を
楽
し
み
な
が
ら
贅
沢
な

時
を
過
ご
せ
る
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士

河
口
湖
町
浅
川

。
☎
０
５

５
５
（
８
３
）
３
３
３
３
。

http://kukuna.jp/

岩
大
露
天
風
呂
　
六
花
仙

　
山
梨
県
の
豊
か
な
自
然
の

恵
み
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
で

提
供
す
る
、
笛
吹
市
石
和
温

泉
郷
の
華
や
ぎ
の
章
慶
山

（
千
須
和
昌
和
社
長
）
。
も

て
な
し
の
心
か
ら
毎
晩
太
鼓

シ
ョ
ー
を
行
う
な
ど
、
宿
泊

客
を
楽
し
ま
せ
る
接
客
に
も

定
評
が
あ
る
。

　
豊
富
な
湯
量

を
誇
る
自
家
源

泉
か
け
流
し
の

温
泉
も
自
慢
の

一
つ
。
無
色
透

明
で
柔
ら
か
な

ア
ル
カ
リ
性
単

純
温
泉
は
神
経

痛
や
筋
肉
痛
な

ど
に
効
果
が
あ

り
、
肌
が
ツ
ル

ツ
ル
に
な
る
美

肌
の
湯
。

　
四
季
の
彩
り

を
感
じ
な
が
ら

湯
浴
み
を
楽
し
め
る
自
噴
温

泉
の
桧
大
露
天
風
呂
は
、
桧

の
香
り
が
心
身
と
も
に
癒
や

し
て
く
れ
る
。
湯
音
を
楽
し

め
る
岩
大
露
天
風
呂
の
「
六

花
仙
」や
大
浴
場
の「
花
桐
」

「
花
野
」、ド
ラ
イ
サ
ウ
ナ
、

ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
と
も
男
女
入

れ
替
え
制
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
宿
泊
客
は
全
て
の
風
呂

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
湯
上
が
り
に
は
漢
方
整
体

理
論
に
基
づ
い
た
施
術
を
行

う
東
洋
式
整
体
や
解
毒
作
用

と
深
い
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
堪
能
で
き
る
エ
ス
テ
サ
ロ

ン
が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
も

魅
力
。
男
性
に
も
お
す
す
め

し
た
い
。

　
▽
山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町

市
部
８
２
２
。
☎
０
５
５

（
２
６
２
）２
１
６
１
。htt

p://www.keizan.com/

立
ち
湯
「
雪
月
花
」

　
長
野
県
扉
温
泉
明
神
館

（
齊
藤
忠
政
社
長
）
は
標
高

１
０
５
０
㍍
に
位
置
し
、
国

定
公
園
の
自
然
に
た
た
ず
む

温
泉
宿
。
温
泉
は
「
胃
腸
に

効
く
と
し
て
湯
治
客
の
人
気

を
集
め
、
「
西
の
白
骨
、
東

の
扉
」と
称
さ
れ
る
名
湯
だ
。

三
つ
の
浴
場
で
は
、
薄
川
渓

谷
の
四
季
折
々
の
景
色
を
望

み
な
が
ら
入

浴
を
楽
し
め

る
。

　
立
ち
湯

「
雪
月
花
」

は
、
眼
下
に

広
が
る
渓
谷

美
を
堪
能
で

き
る
同
館
自

慢
の
浴
場
。

温
泉
は
ア
ル

カ
リ
性
単
純

泉
で
、
肌
が

す
べ
す
べ
に

な
る
美
肌
の

湯
だ
。
ま
た
、
立
っ
た
ま
ま

入
る
こ
と
で
胃
腸
な
ど
循
環

器
を
整
え
る
ほ
か
、
血
行
が

よ
く
な
る
と
い
わ
れ
る
。

　
大
浴
場
「
白
龍
」
は
、
前

面
が
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ
て

お
り
、
緑
が
美
し
い
。
露
天

風
呂
で
は
、
野
鳥
の
声
や
木

々
の
そ
よ
ぐ
音
を
感
じ
な
が

ら
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
い
。

　
寝
湯
「
空
山
」
は
、
枕
木

を
頭
に
、
寝
た
状
態
で
空
と

山
の
雄
大
な
景
色
を
眺
め
な

が
ら
名
湯
を
満
喫
で
き
る
。

　
天
然
温
泉
の
満
喫
後
は
、

和
食
と
フ
レ
ン
チ
か
ら
選
べ

る
旬
の
地
元
食
材
を
使
っ
た

デ
ィ
ナ
ー
を
味
わ
い
た
い
。

　
▽
長
野
県
松
本
市
入
山
辺

８
９
６
７
。
☎
０
２
６
３

（
３
１
）
２
３
０
１
。http:

//www.tobira-group.com/m
yojinkan/

（１２）第２９１５号 第３種郵便物認可 ２０１７年（平成２９年）１１月１１日（土曜日）


